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第
四
章

「
書
く
こ
と
」
の
指
導

一

書
く
力

言
葉
は
自
分
と
他
者
を
つ
な
ぐ
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
で
あ

る
。
し
か
し
、
我
々
は
し
ば
し
ば
、
言
葉
は
思
い
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
も
実
感
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
限
り
相
手
に
伝
わ
る
表
現
を
し
よ
う

と
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

文
章
に
よ
っ
て
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
時
間
を
か
け
て
内
容
を

吟
味
し
た
り
、
適
切
な
表
現
を
探
し
求
め
た
り
す
る
。
そ
の
過
程
で
自
分
の
思

い
や
考
え
が
整
理
さ
れ
、
深
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
書
か
れ
た
も
の
は
形

に
残
り
、
時
間
を
置
い
て
読
み
返
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
新
し

い
発
見
や
感
慨
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

学
習
指
導
要
領
に
あ
る
高
等
学
校
国
語
科
の
目
標
の
う
ち
、
「
書
く
こ
と
」

に
直
接
関
わ
る
の
は
、
「
国
語
を
適
切
に
表
現
」
す
る
能
力
の
育
成
と
、
「
伝

え
合
う
力
を
高
め
る
」
こ
と
で
あ
る
。「
書
く
こ
と
」
に
関
す
る
指
導
事
項
は
、

「
国
語
総
合
」
及
び
「
国
語
表
現
」
の
内
容
に
記
さ
れ
て
い
る
。

二

「
書
く
こ
と
」
の
指
導

「
書
く
こ
と
」
の
指
導
に
よ
っ
て
思
考
力
や
想
像
力
を
伸
ば
し
、
言
語
感
覚

を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
、
「
書
く
こ
と
」
の
み
な
ら
ず
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と
」
「
読
む
こ
と
」
の
力
を
高
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
逆
に
「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
よ
り
「
書
く
こ
と
」

の
力
も
高
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
相
乗
効
果
を
念
頭
に
置
い
て
指
導
を
し
た
い
。

（
一
）
国
語
総
合

共
通
必
履
修
科
目
の
「
国
語
総
合
」
に
お
い
て
は
、
「
書
く
こ
と
」
を
主
と

す
る
指
導
に
三
十
～
四
十
単
位
時
間
程
度
を
配
当
す
る
も
の
と
し
、
計
画
的
に

指
導
を
す
る
よ
う
、
学
習
指
導
要
領
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
指
導
事
項

と
し
て
は
、
次
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ア

相
手
や
目
的
に
応
じ
て
題
材
を
選
び
、
文
章
の
形
態
や
文
体
、
語

句
な
ど
を
工
夫
し
て
書
く
こ
と
。

イ

論
理
の
構
成
や
展
開
を
工
夫
し
、
論
拠
に
基
づ
い
て
自
分
の
考
え
を

文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
。

ウ

対
象
を
的
確
に
説
明
し
た
り
描
写
し
た
り
す
る
な
ど
、
適
切
な
表
現

の
仕
方
を
考
え
て
書
く
こ
と
。

エ

優
れ
た
表
現
に
接
し
て
そ
の
条
件
を
考
え
た
り
、
書
い
た
文
章
に
つ

い
て
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
行
っ
た
り
し
て
、
自
分
の
表
現
に
役
立

て
る
と
と
も
に
、
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
す
る
こ

と
。

（
二
）
国
語
表
現

国
語
表
現
の
指
導
事
項
に
は
、
「
国
語
総
合
」
の
内
容
「
Ｂ
」
の
指
導
事
項

を
更
に
発
展
さ
せ
た
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、

ア

話
題
や
題
材
に
応
じ
て
情
報
を
収
集
し
、
分
析
し
て
、
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
。

に
つ
い
て
は
、
国
語
総
合
の
内
容
「
Ｂ
」
の
ア
を
更
に
深
め
た
も
の
で
あ
る
。
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な
お
、
「
現
代
文
Ｂ
」
の
「
内
容
の
取
扱
い
」
に
、
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と
、
書
く
こ
と
及
び
読
む
こ
と
に
つ
い
て
相
互
に
密
接
な
関
連
を
図
り
、
効

果
的
に
指
導
す
る
」
と
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

三

言
語
活
動
例

二
の
指
導
事
項
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
言
語
活
動
を
通
し
て

指
導
す
る
。

ア

情
景
や
心
情
の
描
写
を
取
り
入
れ
て
、
詩
歌
を
つ
く
っ
た
り
随
筆
な

ど
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

・
実
際
の
風
景
や
写
真
を
見
て
、
詩
歌
を
創
作
す
る
。

・
日
常
生
活
で
心
を
動
か
さ
れ
た
体
験
を
振
り
返
り
、
随
想
を
書
く
。

イ

出
典
を
明
示
し
て
文
章
や
図
表
な
ど
を
引
用
し
、
説
明
や
意
見
な
ど

を
書
く
こ
と
。

・
図
書
館
を
利
用
し
、
郷
土
出
身
の
作
家
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
。

・
新
聞
記
事
や
統
計
資
料
を
用
い
て
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
問
題
を
提
起
し
、

意
見
文
を
書
く
。

ウ

相
手
や
目
的
に
応
じ
た
語
句
を
用
い
、
手
紙
や
通
知
な
ど
を
書
く
こ
と
。

・
恩
師
に
宛
て
て
、
同
窓
会
の
案
内
状
を
書
く
。

・
学
校
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
た
め
に
、
文
化
祭
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介

す
る
文
章
を
書
く
。

四

指
導
の
際
の
留
意
点

こ
こ
で
は
、
説
明
文
・
意
見
文
を
書
く
と
き
の
手
順
に
従
っ
て
、
指
導
の
際

の
留
意
点
を
示
す
。

（
一
）
テ
ー
マ
を
決
め
る

生
徒
自
身
に
設
定
さ
せ
る
場
合
は
、
指
導
者
が
あ
る
程
度
の
範
囲
を
示
し
、

例
示
す
る
と
よ
い
。

（
二
）
資
料
を
集
め
る

新
聞
、
雑
誌
、
本
、
写
真
な
ど
の
資
料
だ
け
で
な
く
、
記
憶
や
経
験
も
貴
重

な
材
料
と
な
る
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
情
報
収
集
は
手
軽
で
あ

る
が
、
情
報
の
発
信
者
や
そ
の
情
報
の
真
偽
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
信
用
し
て
は
い
け
な
い
。
学
校
や
地
域
の

図
書
館
に
足
を
運
び
、
書
籍
や
新
聞
等
、
別
の
情
報
源
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
な

ど
、
複
数
の
資
料
を
集
め
る
よ
う
に
指
導
し
た
い
。

（
三
）
構
成
を
考
え
る

説
明
文
・
意
見
文
で
は
「
起
承
転
結
」
や
「
序
論
・
本
論
・
結
論
」
な
ど
の

構
成
を
用
い
る
こ
と
で
、
論
旨
が
明
確
に
な
り
、
意
見
や
主
張
に
説
得
力
を
も

た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
を
用
い
、
論
の
流
れ
や
内
容
を
整

理
さ
せ
る
と
よ
い
。
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（
四
）
表
現
を
工
夫
す
る

対
比
す
る
、
具
体
例
を
示
す
、
類
似
の
例
を
挙
げ
る
、
反
例
を
挙
げ
て
否
定

す
る
な
ど
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
主
張
が
で
き
る
。

ま
た
、
考
え
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
複
数
の
国
語
辞
典
や
類
語
辞
典
、

用
語
集
等
を
活
用
さ
せ
る
と
よ
い
。

（
五
）
推
敲
す
る

推
敲
を
せ
ず
に
、
よ
い
文
章
を
書
け
る
人
は
い
な
い
。
一
通
り
書
き
上
げ
た

ら
、
読
み
返
し
て
文
意
の
通
じ
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
確
認
さ
せ
る
。
複
数
で

互
い
に
読
み
合
う
活
動
を
行
う
の
も
よ
い
。
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
通
じ
て
、

作
品
が
洗
練
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
書
く
能
力
そ
の
も
の
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

五

評
価
の
際
の
留
意
点

評
価
を
す
る
際
、
指
導
者
は
生
徒
作
品
の
全
て
の
側
面
を
評
価
対
象
と
す

る
傾
向
が
あ
る
が
、
学
習
目
標
（
指
導
事
項
）
に
沿
っ
て
、
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

を
焦
点
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
「
指
導
し
た
こ
と
に
つ
い
て
評
価
す
る

（
指
導
と
評
価
の
一
致
）
」
と
い
う
姿
勢
を
確
認
し
た
い
。

コ
ラ
ム
⑦
【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
た
め
の
工
夫
】

授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
い
が
、
機
器
の
準
備
が
面
倒
だ
と
い
う
声
を
聞
く
。
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
黒
板
モ
ー
ド
を
使
っ
て
白

文
字
の
テ
キ
ス
ト
を
黒
板
に
投
影
し
、
そ
の
上
か
ら
チ
ョ
ー
ク
で
書
き
込
み
を
加
え
る
だ
け
な
ら
、
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
入
れ
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
。
接
続
に
三
分
も
か
か
ら
ず
、
本
文
を
板
書
す
る
手
間
が
省
け
る
。
画
像
な
ど
色
彩
の
あ
る
も
の
を
写
し
た
い
場
合
は
、
黒
板
に

白
い
模
造
紙
な
ど
を
貼
付
す
れ
ば
ス
ク
リ
ー
ン
の
代
用
に
な
る
。

ま
た
、
多
少
準
備
に
時
間
は
か
か
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
授
業
で
用
い
る
と
、
テ
キ
ス
ト
の
理
解
を
深
め
る
の
に
有
意
義
な

情
報
を
得
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
送
元
二
使
安
西
』
の
読
解
に
お
い
て
、
生
徒
に
、
遠
方
へ
旅
立
つ
友
人
を
見
送
る
王
維
の
胸
中
を
想
像
さ
せ
る
と
き
、
長

安
か
ら
陽
関
ま
で
徒
歩
で
何
時
間
か
か
る
の
か
、
ル
ー
ト
検
索
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
調
べ
さ
せ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
不
眠
不
休
で
歩
い
て
も
二
十
一

日
か
か
る
と
分
か
っ
た
と
き
、
生
徒
の
胸
に
は
驚
き
や
新
た
な
感
動
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
っ
か
り
身
近
に
な
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
、
便
利
な
情
報
機
器
が
次
々
現
れ
る
。
手
軽
に
使
え
る
機
器
の
活
用
に
よ
り
、
教
室
で
の
学
習
活
動
の

可
能
性
も
広
が
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
班
単
位
で
ス
ピ
ー
チ
の
発
表
を
し
、
録
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
客
観
的
な
自
己
評
価
が
可
能
に
な
る
。
体
育
な
ど
実

技
の
授
業
で
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
方
法
で
あ
る
。

面
倒
だ
と
敬
遠
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
工
夫
し
、
よ
り
効
果
的
な
活
用
法
を
見
い
だ
し
た
い
。



- 24 -

コ
ラ
ム
⑧
【
下
か
ら
、
上
か
ら
、
自
分
か
ら
】

言
語
活
動
の
充
実
、
評
価
規
準
の
作
成
、
評
価
方
法
の
工
夫
と
改
善

…

、
国
語
の
教
室
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
「
新
し
い
」
流
れ
が
入
っ
て
き
て
い
る
。
と
も

す
れ
ば
、
そ
の
荒
波
の
中
で
、
我
々
国
語
の
教
員
は
、
右
往
左
往
し
た
り
、
「
新
し
い
も
の
」
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
負
担
感
を
抱
い
た
り
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
目
の
前
の
生
徒
の
中
に
は
、
学
習
に
対
し
て
前
向
き
で
な
い
生
徒
、
熱
心
に
学
習
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
語
の
力
が
伸
び
な
い
と

悩
ん
で
い
る
生
徒
、
理
解
力
は
高
い
も
の
の
、
そ
れ
を
表
現
で
き
ず
に
社
会
に
出
た
時
に
苦
労
し
そ
う
な
生
徒
が
い
る
。
そ
ん
な
生
徒
に
対
し
て
、
通
り
一

遍
の
授
業
を
繰
り
返
す
だ
け
で
は
、
現
状
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。

目
の
前
の
生
徒
を
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
熱
意
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
思
い
切
っ
た
工
夫
を
し
て
み
よ
う
。
こ
の
生
徒
に
将
来
必
要
な
力
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
、
ど
の
程
度
か
を
考
え
、
実
践
を
始
め
よ
う
。
（
「
下
か
ら
」
）

そ
の
際
に
、
狭
い
視
野
の
取
組
に
陥
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
今
、
国
語
教
育
で
は
何
を
重
視
す
る
べ
き
な
の
か
を
学
習
指
導
要
領
や
さ
ま
ざ
ま
な
提

言
・
実
践
事
例
な
ど
で
確
か
め
、
自
己
の
授
業
の
座
標
軸
を
練
り
つ
つ
実
践
を
重
ね
よ
う
。
（
「
上
か
ら
」
）

そ
し
て
、
実
践
の
際
に
は
、
「
目
の
前
の
生
徒
の
実
態
（
下
か
ら
）
」
と
「
国
語
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
（
上
か
ら
）
」
の
間
で
、
自
分
自
身
が
譲
れ

な
い
も
の
が
何
か
を
考
え
、
自
分
の
色
を
出
し
て
進
め
て
い
こ
う
。
世
の
中
に
優
れ
た
実
践
は
限
り
な
く
あ
り
、
そ
の
中
で
自
分
が
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
迷

う
こ
と
も
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
実
践
を
し
た
と
し
て
も
、
授
業
者
ご
と
に
色
や
味
が
あ
り
、
一
つ
と
し
て
同
じ
授
業
に
は
な
ら
な
い
。
自
分
自
身
の
思
い

と
こ
だ
わ
り
を
出
す
こ
と
を
た
め
ら
う
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
（
「
自
分
か
ら
」
）

授
業
す
る
こ
と
に
慣
れ
、
マ
ン
ネ
リ
化
に
陥
り
そ
う
な
時
期
は
誰
に
で
も
来
る
。
そ
ん
な
時
に
は
、
例
え
ば
左
記
の
本
に
あ
る
館
野
俊
則
氏
の
提
言
を
読

ん
で
み
る
と
よ
い
。
大
い
に
刺
激
さ
れ
、
自
分
の
授
業
を
再
構
築
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
湧
い
て
く
る
に
違
い
な
い
。

◆
参
考
資
料
◆

埼
玉
県
高
等
学
校
国
語
科
教
育
研
究
会
『
音
声
言
語
指
導
事
例
集
（
第
二
集
）
』

一
九
九
九
年



資料２ 

国
語
科
（
国
語
総
合
）
学
習
指
導
案

指
導
者

＊
＊

＊
＊

印

一

日

時

平
成
＊
年
＊
月
＊
日
（
＊
曜
日
）

第
＊
時
間
目
（
50
分
）

二

学

級

第
＊
学
年
＊
組

三

単
元
名

中
学
校
の
先
生
に
高
校
生
活
の
報
告
を
し
よ
う

四

単
元
の
目
標

（
１
）
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
題
材
を
選
び
、
文
章
の
形
態
や
文
体
、
語
句
な
ど
を
工
夫
し
て
書
こ
う
と
す
る
。
（
関

心
・
意
欲
・
態
度
）

（
２
）
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
題
材
を
選
び
、
文
章
の
形
態
や
文
体
、
語
句
な
ど
を
工
夫
し
て
書
く
。
（
「
Ｂ
書
く
こ

と
」
（
１
）
の
ア
）

（
３
）
文
や
文
章
の
組
み
立
て
、
語
句
の
意
味
・
用
法
及
び
表
記
の
仕
方
な
ど
を
理
解
す
る
。
（
知
識
・
理
解
）
（
〔
伝

統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
（
１
）
の
イ
の
（
イ
）
）

五

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材

（
１
）
言
語
活
動

相
手
や
目
的
に
応
じ
た
語
句
を
用
い
、
手
紙
や
通
知
な
ど
を
書
く
こ
と
。
（
「
Ｂ
書
く
こ
と
」
（
２
）
の
ウ
）

（
２
）
教
材

「
手
紙
の
書
き
方
」
（
『
国
語
総
合
』
＊
＊
出
版
）

六

単
元
の
具
体
的
な
評
価
規
準

（
１
）
中
学
校
の
先
生
に
報
告
す
る
の
に
適
し
た
題
材
を
選
び
、
文
体
や
語
句
な
ど
を
工
夫
し
て
書
こ
う
と
し
て
い
る
。

（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

（
２
）
中
学
校
の
先
生
に
報
告
す
る
の
に
適
し
た
題
材
を
選
び
、
文
体
や
語
句
な
ど
を
工
夫
し
て
書
い
て
い
る
。
（
「
Ｂ

書
く
こ
と
」
（
１
）
の
ア
）

（
３
）
手
紙
文
の
書
き
方
、
語
句
の
意
味
・
用
法
及
び
表
記
の
仕
方
な
ど
を
理
解
し
て
い
る
。
（
知
識
・
理
解
）
（
〔
伝

統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
（
１
）
の
イ
の
（
イ
）
）

七

指
導
観

（
１
）
単
元
観

メ
ー
ル
通
信
が
身
近
に
な
っ
た
現
代
で
は
、
手
紙
は
面
倒
な
も
の
と
し
て
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

時
間
や
手
間
を
か
け
て
自
分
の
文
字
で
書
く
手
紙
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
書
き
手
の
心
が
読
み
手

に
伝
わ
る
の
で
あ
る
。
手
紙
の
必
要
性
や
価
値
を
再
発
見
さ
せ
た
い
。

（
２
）
学
習
者
観

高
校
入
学
以
前
か
ら
学
習
に
対
す
る
苦
手
意
識
を
少
な
か
ら
ず
も
っ
て
お
り
、
消
極
的
で
自
分
に
自
信
が
も
て

な
い
生
徒
が
多
い
。
積
極
的
に
学
習
活
動
に
向
か
う
雰
囲
気
を
つ
く
る
の
に
時
間
を
要
す
る
集
団
で
あ
る
。
活

動
内
容
や
手
順
を
明
確
に
し
、
投
げ
出
す
こ
と
な
く
学
習
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
が
必
要

で
あ
る
。

（
３
）
教
材
観

手
紙
の
基
本
的
な
形
式
を
理
解
し
、
相
手
や
目
的
に
応
じ
た
手
紙
の
書
き
方
を
体
験
的
に
学
習
で
き
る
教
材
で

あ
る
。

八

単
元
の
指
導
計
画
（
配
当
時
間
２
時
間
）

第
１
次

１
時
間

次時
間

・
教
科
書
を
読
み
、
手
紙
の
書

き
方
の
き
ま
り
を
知
る
。

・
相
互
評
価
表
を
確
認
し
、
評

価
の
観
点
を
知
る
。

学

習

活

動

・
形
式
に
沿
っ
て
書
く
だ
け
で
な

く
、
心
情
が
伝
わ
る
手
紙
を
書

く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考

え
さ
せ
る
。

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の

留
意
点

◇
（
２
）
（
３
）

◆
記
述
の
確
認

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
、
Ⅱ
）

◇
評
価
規
準
、
◆
評
価
方
法
、

＊
努
力
を
要
す
る
状
況
と
評
価

し
た
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て



資料２ 

九

本
時
の
目
標

（
１
）
相
互
評
価
を
自
分
の
表
現
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
。
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

（
２
）
相
互
評
価
を
自
分
の
表
現
に
役
立
て
て
手
紙
を
書
く
。
（
書
く
能
力
）

十

本
時
の
評
価
規
準

（
１
）
相
互
評
価
を
自
分
の
表
現
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

（
２
）
相
互
評
価
を
自
分
の
表
現
に
役
立
て
て
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
（
書
く
能
力
）

十
一

本
時
の
指
導
（
全
２
時
間
中
の
２
時
間
目
）

十
二

御
高
評

第
２
次

１
時
間

・
相
互
評
価
を
行
い
、
推
敲
す

る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
を
使
っ
て

清
書
す
る
。

・
手
紙
に
書
く
情
報
と
、
適
切

な
文
言
を
考
え
、
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
Ⅰ
に
記
す
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
を
基
に
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
に
手
紙
を

書
く
。

・
相
互
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
手

紙
の
形
式
に
則
っ
て
い
る
か
」

「
伝
え
た
い
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
か
」
「
相
手
に
応
じ
た

文
体
・
語
句
が
使
用
さ
れ
て
い

る
か
」
の
三
点
に
絞
る
。

・
相
互
評
価
を
踏
ま
え
て
推
敲
さ

せ
る
。

・
中
学
校
の
先
生
に
伝
え
た
い
内

容
を
列
挙
さ
せ
る
。
手
紙
に
記

す
内
容
を
選
択
さ
せ
る
。

・
文
体
・
語
句
な
ど
を
適
切
に
使

う
よ
う
指
導
す
る
。

◇
（
１
）

◆
記
述
の
確
認
（
相
互
評
価
表
）

◇
（
２
）

◆
記
述
の
分
析

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
、
Ⅲ
）

＊
級
友
の
書
い
た
手
紙
も
参
考

に
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ

を
書
か
せ
る
。

＊
教
科
書
や
資
料
集
の
文
例
な

ど
を
参
考
に
書
か
せ
る
。

終
結

（
３
分
）

展
開

（
45
分
）

導
入

（
２
分
）

学
習
段
階

・
次
時
の
内
容
を
確
認

す
る
。

・
相
互
評
価
を
す
る
。

・
相
互
評
価
を
参
考
に

し
て
推
敲
で
気
を
つ

け
る
点
を
明
ら
か
に

す
る
。

・
清
書
す
る
。

・
本
時
の
学
習
内
容
を

理
解
し
、
班
活
動
の

準
備
を
す
る
。

学
習
内
容

⑤
次
の
教
材
の
確
認
を
す
る
。

②
五
人
で
班
を
作
り
、
相
互
評

価
表
を
使
っ
て
相
互
評
価

す
る
。

③
相
互
評
価
表
を
回
し
読
み

し
、
自
分
の
作
品
の
改
善
点

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
「
相
互

評
価
で
指
摘
さ
れ
た
点
」
に

メ
モ
を
す
る
。

④
メ
モ
を
基
に
推
敲
し
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
Ⅲ
に
清
書
す
る
。

①
書
い
た
手
紙
に
つ
い
て
、
相

互
評
価
を
経
て
推
敲
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

学
習
活
動

◆
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
、
Ⅲ
、
相
互
評
価

表
を
回
収
し
、「
記
述
の
分
析
」
に
よ

っ
て
評
価
す
る
。

②
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
相
互
評
価
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
手
紙

が
書
け
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

③
推
敲
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
整
っ
た

文
章
に
な
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。

①
評
価
の
観
点
を
基
に
、
本
時
の
目
標

を
示
す
。

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点



資料２ 

中
学
校
の
先
生
に
手
紙
を
書
く
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ

年

組

番
（

）

・
作
成
メ
モ

「
誰
に
」
「
何
の
た
め
に
」
「
ど
う
い
う
こ
と
」
を
伝
え
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と

そ
の
他
（
副
文
に
書
く
こ
と
）

伝
達
す
る
内
容

送
る
目
的

誰
に
送
る
の
か

末
文

主
文

前
文

終
わ
り
の
挨
拶

書
く
内
容
を
箇
条
書
き
で
示
す

・・・ 頭
語

結
語

時
候
の
挨
拶

日
付

相
手
・
自
分
の
安
否

差
出
人

受
取
人

お
礼
・
お
詫
び
（
あ
れ
ば
）

副
文
（
あ
れ
ば
）



資料２ 

中
学
校
の
先
生
に
手
紙
を
書
く
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ

年

組

番
（

）

下
書
き



資料２ 

中
学
校
の
先
生
に
手
紙
を
書
く
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ

年

組

番
（

）

相
互
評
価
で
指
摘
さ
れ
た
点

清
書
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² 手紙の形式に則っているか 高校生活の様子と気持ちが伝わってく

るか

相手に応じた文体・語句が使われてい

るか

A B C A B C A B C 

A B C A B C A B C 

A B C A B C A B C 

A B C A B C A B C 


